中世ヨーロッパの伝説 : (3)『ゲスタ・ロマノールム』 by 高木 昌史
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
説
―
―
（
３
）『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
―
―
高
木
昌
史
序
『
中
世
百
科
事
典
』E
nzyklopädie
des
M
ittelalters （１
）に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
中
世
文
学
は
一
二
〇
〇
頃
に
そ
の
絶
頂
期
を
迎
え
た
が
、
十
三
世
紀
中
葉
を
境
に
、
新
た
な
潮
流
が
顕
著
に
な
っ
て
く
る
。「
教
訓
文
学
」Lehrdichtung
が
、
稀
に
見
る
ほ
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
、
隆
盛
と
な
る
の
で
あ
る
（
２
）。
ハ
ル
ト
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ア
ウ
エ
の
『
哀
れ
な
ハ
イ
ン
リ
ヒ
』（
一
一
九
五
年
）
や
英
雄
叙
事
詩
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』（
一
二
〇
〇
年
頃
）
等
、
絶
頂
期
の
韻
文
で
は
な
く
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、
主
に
散
文
に
よ
る
教
育
的
な
物
語
文
学
が
成
立
す
る
。
中
で
も
、
著
者
不
詳
の
説
話
集
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』G
esta
R
om
anorum
（
ロ
ー
マ
人
行
状
記
）（
一
三
〇
〇
年
頃
）（
以
下
Ｇ
Ｒ
と
も
略
記
）
は
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。
伝
統
的
な
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
「
模
範
集
」（
ラ
テ
ン
語exem
plum
「
模
範
」、「
範
例
」）
が
あ
る
（
３
）。「
教
義
上
の
、
ま
た
は
道
徳
的
な
教
え
を
具
体
的
に
示
す
た
め
の
、
積
極
的
あ
る
い
は
否
定
的
な
範
例
と
な
る
短
い
物
語
（
４
）」
が
そ
れ
で
、
古
典
古
代
に
、
法
廷
で
論
証
の
た
め
修
辞
学
の
一
手
法
と
し
て
用
い
ら
れ
、
帝
政
時
代
に
は
文
学
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
そ
れ
が
応
用
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
神
話
、
寓
話
、
歴
史
、
経
験
談
等
か
ら
題
材
が
採
ら
れ
、
ウ
ァ
レ
リ
ウ
ス
・
マ
ク
シ
ム
ス
（
一
世
紀
前
半
）
は
最
も
引
用
さ
れ
た
作
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。
中
世
に
な
る
と
、「
模
範
集
」
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
（
五
四
〇
頃
―
六
〇
四
年
）
の
説
教
等
に
引
き
継
が
れ
、
以
後
、
十
二
世
紀
1
後
半
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
力
を
例
証
す
る
説
教
物
語
と
し
て
さ
ら
に
広
く
普
及
し
た
。
イ
タ
リ
ア
の
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
士
で
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
大
司
教
を
務
め
た
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネJacobus
de
Voragine
（
一
二
三
〇
頃
―
一
二
九
八
年
）
の
『
黄
金
伝
説
』Leg-
enda
A
urea
（
一
二
七
五
年
頃
）
は
最
も
有
名
で
あ
る
が
、
他
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ド
・
ボ
ヴ
ェV
incent
de
B
eavais
（
一
一
九
〇
頃
―
一
二
六
四
年
）
の
『
歴
史
の
鑑
』Specu-
lum
historiale
（
一
二
五
〇
年
）
等
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
５
）。『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
は
、
こ
の
系
譜
に
属
す
る
記
念
碑
的
な
説
教
集
に
他
な
ら
な
い
（
６
）。
「
模
範
集
」
は
、
宗
教
改
革
に
よ
っ
て
、
新
教
国
で
は
一
時
下
火
に
な
っ
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
そ
の
後
も
伝
統
が
維
持
さ
れ
、
ア
ル
ザ
ス
地
方
タ
ン
出
身
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
士
ヨ
ハ
ネ
ス
・
パ
ウ
リJohannes
Pauli
（
一
四
五
〇
頃
―
一
五
三
〇
年
頃
）
は
、
六
九
三
篇
も
の
説
教
集
を
収
め
た
主
著
『
冗
談
と
ま
じ
め
』Schim
pf
(＝
Scherz)
vn
(und)
E
rnst
を
、
一
五
二
二
年
に
発
表
し
た
（
７
）。
と
こ
ろ
で
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
、
グ
リ
ム
兄
弟
B
rüder
G
rim
m
が
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
の
意
義
を
再
発
見
し
、
彼
ら
の
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』K
inder−und
H
ausm
ärchen
（
以
下
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
も
略
記
（
８
））
編
集
に
際
し
て
、
右
の
『
冗
談
と
ま
じ
め
』
同
様
、
研
究
・
活
用
し
た
。
特
に
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
の
関
連
か
ら
、
本
稿
で
は
、
こ
の
説
話
集
を
読
み
直
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
口
承
文
芸
に
お
け
る
中
世
的
要
素
を
垣
間
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
一
章
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
G
esta
R
om
anorum
『
黄
金
伝
説
』
と
並
ん
で
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
普
及
し
た
説
話
集
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
前
者
（『
黄
金
伝
説
』）
が
著
者
も
成
立
時
期
も
明
確
で
あ
る
の
に
対
し
て
（
９
）、
後
者
の
説
話
集
に
関
し
て
は
、
何
時
、
何
処
で
、
誰
が
著
し
た
作
品
な
の
か
、
す
べ
て
が
不
明
な
の
で
あ
る
。
今
日
、
確
認
さ
れ
て
い
る
範
囲
の
事
柄
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
１０
）。
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
最
古
の
写
本
は
、
現
在
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
学
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
（
二
二
〇
篇
所
収
、「
ラ
テ
ン
語
写
本
」
三
一
〇
番
）。
一
三
四
二
年
の
も
の
で
、
こ
れ
を
底
本
に
、
十
五
世
紀
後
半
、
多
く
の
印
刷
物
が
刊
行
さ
れ
た
（
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
活
版
印
刷
術
発
明
は
一
四
四
〇
年
頃
）。
と
こ
ろ
で
、
右
の
写
本
は
す
で
に
改
訂
さ
れ
た
作
品
ら
し
く
、
最
初
の
手
稿
は
一
三
〇
〇
年
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
図
版
2
１
）。
著
者
は
不
詳
で
、
成
立
場
所
も
不
明
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
説
あ
る
い
は
南
ド
イ
ツ
説
が
有
力
で
あ
る
。
Ｇ
Ｒ
各
物
語
に
付
せ
ら
れ
た
「
道
徳
的
解
釈
」m
oralisationes
か
ら
、
聖
職
者
が
説
教
用
に
こ
の
作
品
を
著
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
よ
う
だ
（
１１
）。
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
は
元
々
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
十
四
世
紀
末
、
民
衆
語
（
俗
語
）
に
翻
訳
さ
れ
、
ド
イ
ツ
で
は
主
に
南
部
を
中
心
に
広
ま
っ
た
。
因
み
に
、
英
訳
に
よ
る
最
古
の
テ
ク
ス
ト
は
、
一
五
一
〇
年
頃
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
も
の
は
、
一
五
二
一
年
に
、
パ
リ
で
初
め
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
（
１２
）。
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
い
て
、
一
八
七
二
年
に
、
Ｈ
・
エ
ス
タ
ー
ラ
イ
編
の
最
も
浩
瀚
な
ラ
テ
ン
語
テ
ク
ス
ト
が
刊
行
さ
れ
た
。
内
訳
は
、
一
〜
一
五
一
番
が
最
古
の
印
刷
（
ウ
ト
レ
ヒ
ト
、
一
四
七
二
年
）、
一
五
二
〜
一
八
一
番
が
増
補
版
（
ケ
ル
ン
、
一
四
七
三
年
）、
一
八
二
〜
一
九
六
番
が
補
遺
写
本
（
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
、
一
四
八
九
年
）、
最
後
の
一
九
七
〜
二
八
三
番
が
そ
の
他
の
写
本
で
あ
る
。
現
在
も
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
基
準
と
な
っ
て
い
る
（
１３
）。
次
に
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
の
内
容
は
、『
昔
話
百
科
事
典
』E
nzyklopädie
des
M
ärchens
（
以
下
Ｅ
Ｍ
と
略
記
（
１４
））
に
拠
図版１ 説話集『ゲスタ・ロマノールム』成立時のヨーロッパ地図
１４世紀のヨーロッパ
3
る
と
、
お
よ
そ
次
の
八
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
類
さ
れ
る
。
（
１
）
博
物
誌
、（
２
）
異
教
的
古
代
、（
３
）「
旧
約
聖
書
」、
（
４
）
キ
リ
ス
教
聖
者
伝
、（
５
）
寓
話
、（
６
）
笑
話
、（
７
）
公
共
生
活
、（
８
）
聖
職
者
の
寓
意
実
に
多
彩
な
内
容
で
あ
る
。
例
え
ば
、（
１
）
で
は
、
鉱
物
、
動
物
、
植
物
、
装
身
具
、
楽
器
、（
２
）
で
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
英
雄
ペ
ル
セ
ウ
ス
や
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
と
カ
エ
サ
ル
、（
４
）
で
は
聖
ア
レ
ク
シ
ス
と
聖
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
、（
７
）
で
は
ロ
ー
マ
の
凱
旋
行
列
、
中
世
騎
士
の
馬
上
試
合
等
が
、
古
代
の
著
作
か
ら
豊
富
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ジ
ャ
ン
ル
は
多
様
で
あ
る
が
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
の
核
心
と
な
る
テ
ー
マ
は
、「
普
遍
的
・
人
間
的
行
為
」、
換
言
す
れ
ば
、
人
間
と
人
間
と
の
関
係
で
あ
る
。
Ｒ
・
ニ
ッ
ケ
ル
も
指
摘
す
る
よ
う
に
（
１５
）、
中
で
も
、「
男
女
関
係
、
愛
情
と
嫉
妬
、
誠
実
と
不
実
、
妬
み
、
悪
意
、
傲
慢
と
卑
劣
、
ま
た
謙
虚
、
同
情
、
寛
容
、
正
義
、
犠
牲
心
、
勇
敢
」
が
、
ま
さ
し
く
「
時
間
を
超
え
た
テ
ー
マ
（
１６
）」
と
し
て
、
説
話
集
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
の
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
研
究
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
を
編
纂
す
る
に
当
た
っ
て
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
、
世
界
中
の
昔
話
を
収
集
・
研
究
し
て
い
た
が
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
研
究
篇
（
１７
）」
の
中
で
、
彼
ら
は
、
中
世
の
文
献
と
し
て
は
唯
一
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
の
名
を
挙
げ
る
。『
グ
リ
ム
兄
弟
の
蔵
書
』
に
は
Ｇ
Ｒ
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
五
冊
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
１８
）が
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
原
註
」O
riginalanm
erkungen （１９
）の
中
で
、
グ
リ
ム
は
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
ば
し
ば
Ｇ
Ｒ
に
言
及
す
る
。
＊
蔵
書
目
録
の
五
冊
中
、
紛
失
等
の
も
の
を
除
く
と
、
Ａ
・
ケ
ラ
ー
編
の
二
点
（
一
八
四
一
年
／
一
八
四
二
年
）
の
他
、
次
の
テ
ク
ス
ト
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
G
esta
R
om
anorum
,
das
älteste
M
ährchen−und
Legen-
denbuch
des
christlichen
M
ittelalters,
H
rsg.
von
Johann
G
eorg
T
heodor
G
räße.
1.2.
D
resden,
Leipzig
:A
rnold
1842.
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』、
キ
リ
ス
ト
教
的
中
世
の
最
古
の
昔
話
と
伝
説
、
ヨ
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
・
テ
オ
ド
ー
ア
・
グ
レ
ッ
セ
編
、
第
一
・
二
巻
、
ド
レ
ス
デ
ン
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
ア
ル
ノ
ル
ト
社
、
4
一
八
四
二
年
（
２０
）。
本
稿
で
は
、
こ
の
グ
レ
ッ
セ
編
ド
イ
ツ
語
訳
を
、
伊
藤
正
義
訳
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』（
篠
崎
書
林
）
お
よ
び
レ
ク
ラ
ム
版
ラ
テ
ン
語
／
ド
イ
ツ
語
対
訳
と
併
行
し
て
参
照
す
る
（
２１
）。
さ
て
、
グ
リ
ム
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
研
究
篇
」〈
文
献
〉Literatur
の
中
で
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。「大
抵
は
ロ
ー
マ
皇
帝
の
行
状
に
関
係
し
、
様
々
な
出
典
か
ら
採
ら
れ
た
、
か
な
り
昔
の
こ
の
ラ
テ
ン
語
物
語
集
は
、
こ
の
題
名
﹇『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』＝
ロ
ー
マ
人
行
状
記
﹈
を
冠
し
て
い
る
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
十
四
世
紀
の
半
ば
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
誰
の
作
品
な
の
か
は
確
実
に
は
言
え
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
人
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
人
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
犬
の
ド
イ
ツ
名
が
出
て
く
る
の
で
、
十
中
八
九
は
ド
イ
ツ
人
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
著
者
に
関
す
る
論
文
の
一
つ
は
、
グ
レ
ッ
セ
の
独
訳
に
見
出
さ
れ
る
が
（
ド
レ
ス
デ
ン
／
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、
一
八
四
二
年
、
二
巻
）、
そ
こ
に
は
す
べ
て
の
版
と
翻
訳
が
精
密
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
、
昔
話
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
元
来
、
口
承
の
も
の
に
由
来
す
る
物
語
、
但
し
、
本
の
主
要
な
目
的
で
あ
る
聖
職
者
の
利
用
の
た
め
に
少
し
改
変
さ
れ
た
物
語
だ
け
を
考
慮
す
る
（
２２
）」。
続
い
て
グ
リ
ム
は
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
か
ら
十
四
篇
を
抜
粋
・
紹
介
す
る
。
中
世
の
説
話
集
と
近
代
の
昔
話
集
と
の
関
連
を
考
え
る
場
合
、
そ
の
選
択
は
貴
重
な
指
標
を
与
え
て
く
れ
る
が
、
十
四
篇
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
＊
（
）
内
は
グ
リ
ム
の
コ
メ
ン
ト
（
部
分
）、﹇
﹈
内
は
訳
者
の
註
、
題
名
は
邦
訳
﹇
伊
藤
正
義
訳
﹈
に
拠
る
。
１
第
一
七
話
「
グ
イ
ド
ー
の
物
語
」（
一
四
八
九
年
ラ
テ
ン
語
版
第
一
七
章
）
２
第
二
〇
話
「
受
け
取
れ
、
返
せ
、
逃
げ
よ
」（﹇
Ｋ
Ｈ
Ｍ
﹈
二
九
「
黄
金
の
毛
が
三
本
あ
る
悪
魔
」
の
冒
頭
と
一
致
す
る
昔
話
、
但
し
、
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
伝
説
と
し
て
も
出
て
く
る
〈『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
第
二
巻
四
八
〇
﹇
四
八
六
﹈
番
「
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
帝
の
伝
説
」〉）
３
第
五
八
話
「
三
つ
の
真
実
」
４
第
六
〇
話
「
手
ま
り
」（
ア
タ
ラ
ン
テ
ー
の
伝
説
﹇
ギ
リ
シ
5
ア
神
話
﹈
が
直
ち
に
想
起
さ
れ
る
）
５
第
七
六
話
「
山
羊
の
目
」（
ド
イ
ツ
の
昔
話
﹇
Ｋ
Ｈ
Ｍ
﹈
一
一
八
番
﹇「
三
人
の
軍
医
」﹈
の
注
釈
を
参
照
）
６
第
九
一
話
「
一
番
の
怠
け
者
」（
ド
イ
ツ
の
昔
話
﹇
Ｋ
Ｈ
Ｍ
﹈
一
五
一
番
﹇「
三
人
の
も
の
ぐ
さ
」﹈
の
注
釈
を
参
照
）
７
第
九
二
話
「
二
匹
の
蛇
」
８
第
一
〇
六
話
「
夢
の
パ
ン
」（
笑
話Schw
ank
）
９
第
一
一
九
話
「
恩
知
ら
ず
の
グ
イ
ド
ー
」（『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』
三
―
五
）
１０
第
一
二
〇
話
「
ヨ
ナ
タ
ン
」（「
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
の
昔
話
」、
ド
イ
ツ
の
昔
話
﹇
Ｋ
Ｈ
Ｍ
﹈
一
二
二
番
﹇「
キ
ャ
ベ
ツ
ろ
ば
」﹈
と
比
較
）
１１
第
一
四
一
話
「
蛇
と
ミ
ル
ク
」（﹇
Ｋ
Ｈ
Ｍ
﹈
第
一
〇
五
「
蛇
の
話
」
の
注
釈
を
参
照
）
１２
第
一
二
四
話
「
半
分
馬
に
乗
っ
て
」（
ド
イ
ツ
の
昔
話
﹇
Ｋ
Ｈ
Ｍ
﹈
九
四
番
「
賢
い
百
姓
娘
」
の
注
釈
と
比
較
）
１３
第
一
九
〇
話
「
黒
」（『
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ン
の
死
に
関
す
る
伝
説
と
比
較
）
１４
第
七
〇
話
「
三
つ
の
課
題
（
２３
）」
先
の
分
類
中
、
博
物
誌
（
蛇
）、
異
教
的
古
代
（
ア
タ
ラ
ン
テ
ー
）、
笑
話
（
夢
の
話
）
等
の
ジ
ャ
ン
ル
の
物
語
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
個
々
に
検
証
す
る
の
も
興
味
深
い
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
中
、
説
話
文
学
の
特
色
を
よ
く
示
す
と
同
時
に
、
文
学
史
的
に
も
影
響
力
の
大
き
い
三
篇
、「
受
け
取
れ
、
返
せ
、
逃
げ
よ
」（
第
二
〇
話
）、「
ヨ
ナ
タ
ン
」（
第
一
二
〇
話
）
お
よ
び
「
半
分
馬
に
乗
っ
て
」（
第
一
二
四
話
）
を
取
り
上
げ
る
。
グ
リ
ム
童
話
は
こ
れ
ら
三
篇
と
深
い
関
係
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
章
「
受
け
取
れ
、
返
せ
、
逃
げ
よ
」
「
苦
難
艱
難
に
つ
い
て
」、
独
語
訳Von
T
rübsal
und
E
lend
を
原
題
と
す
る
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
第
二
〇
話
「
受
け
取
れ
、
返
せ
、
逃
げ
よ
」（
邦
訳
題
）
は
次
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
（
以
下
要
約
）。皇
帝
コ
ン
ラ
ド
ゥ
ス
（＝
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
コ
ン
ラ
ー
ト
二
世
）
の
時
代
（
九
九
〇
頃
―
一
〇
三
九
年
）、
レ
オ
ポ
ル
ド
ゥ
ス
と
い
う
名
の
貴
族
が
い
た
。﹇
命
に
背
い
た
﹈
彼
は
皇
帝
の
怒
り
を
恐
れ
て
、
妻
と
森
へ
逃
げ
、
小
屋
に
隠
れ
て
い
た
。
6
こ
の
森
で
狩
猟
を
し
た
帝
が
、
日
が
暮
れ
た
た
め
、
例
の
小
屋
で
一
泊
し
た
。
宿
の
女
主
人
は
妊
娠
中
で
あ
っ
た
が
立
派
に
も
て
な
し
た
。
そ
の
晩
、
彼
女
は
男
児
を
出
産
し
た
。
眠
っ
て
い
た
皇
帝
は
、「
受
け
取
れ
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
。
皇
帝
は
眼
を
覚
ま
し
た
が
、
意
味
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
寝
入
っ
た
。
す
る
と
「
返
せ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。
皇
帝
は
ま
た
目
を
覚
ま
す
が
、
意
味
を
理
解
で
き
ず
に
眠
り
込
ん
だ
。
三
度
目
に
声
が
聞
こ
え
た
。「
逃
げ
よ
」、「
生
ま
れ
た
子
は
、
汝
の
婿
に
な
る
だ
ろ
う
」。
皇
帝
は
恐
怖
に
襲
わ
れ
た
。
翌
朝
、
皇
帝
は
臣
下
を
呼
び
、
赤
子
を
母
親
か
ら
奪
っ
て
、
そ
の
心
臓
を
持
っ
て
く
る
よ
う
に
命
じ
た
。
臣
下
は
哀
れ
に
思
い
、
そ
の
子
を
木
の
上
に
置
き
、
野
兎
の
心
臓
を
皇
帝
に
差
し
出
し
た
。
そ
の
日
、
偶
然
、
あ
る
公
爵
が
森
を
通
り
、
赤
子
の
泣
き
声
を
聞
き
、
そ
の
子
を
密
か
に
家
に
連
れ
帰
っ
た
。
息
子
の
い
な
い
彼
は
、
男
児
を
ヘ
ン
リ
ク
ス
と
名
付
け
、
夫
人
に
彼
ら
の
子
と
し
て
育
て
さ
せ
た
。
頭
脳
明
晰
な
美
男
子
に
成
長
し
た
ヘ
ン
リ
ク
ス
が
皇
帝
の
目
に
と
ま
り
、
彼
は
宮
廷
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
皇
帝
は
こ
の
青
年
が
、
昔
、
彼
が
臣
下
に
殺
害
を
命
じ
た
例
の
子
供
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
。
彼
は
皇
后
に
手
紙
を
書
き
、
手
紙
を
受
け
取
り
次
第
、
青
年
を
殺
す
よ
う
に
指
示
し
た
。
教
会
に
行
っ
た
皇
帝
が
ベ
ン
チ
で
寝
込
ん
で
い
る
間
に
、
司
祭
が
手
紙
を
見
つ
け
、「
姫
を
こ
の
青
年
に
花
嫁
と
し
て
与
え
よ
」
と
書
き
換
え
た
。
婚
礼
が
挙
行
さ
れ
た
旨
を
知
っ
た
皇
帝
は
、
神
の
摂
理
に
は
逆
ら
え
な
い
こ
と
を
悟
り
、
青
年
を
自
分
の
後
継
者
に
決
め
た
（
２４
）。
森
の
中
の
情
景
、
子
供
の
殺
害
指
令
、
身
代
わ
り
動
物
の
心
臓
は
グ
リ
ム
童
話
「
白
雪
姫
」Sneew
ittchen
（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
五
三
）
の
一
場
面
を
想
起
さ
せ
（
２５
）、
ま
た
手
紙
の
差
し
替
え
は
、
旧
約
聖
書
の
「
ウ
リ
ヤ
の
手
紙
（
２６
）」
で
知
ら
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。
他
、
夢
の
お
告
げ
等
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
第
二
〇
話
は
、
伝
承
文
学
の
重
要
な
要
素
を
幾
つ
か
含
ん
で
い
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
研
究
篇
」
の
中
で
、
こ
の
物
語
の
類
話
と
し
て
、
彼
ら
が
編
集
し
た
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』D
eutsche
Sagen
四
八
〇
番
「
ハ
ン
リ
ヒ
三
世
帝
の
伝
説
」Sage
von
K
aiser
H
einrich
III.
と
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
九
番
「
黄
金
の
毛
が
三
本
あ
る
悪
魔
」D
er
Teufel
m
it
den
drei
gold-
enen
H
aaren
を
挙
げ
て
い
る
（
２７
）。
前
者
伝
説
の
内
容
は
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
と
殆
ど
同
じ
だ
が
、
冒
頭
で
レ
オ
ポ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
カ
ル
フ
伯
が
コ
ン
ラ
ー
ト
﹇
二
世
﹈
帝
の
不
興
を
買
っ
た
具
体
的
な
理
由
が
語
ら
れ
（「
平
和
を
7
破
る
者
は
斬
首
さ
れ
る
べ
し
」
の
命
に
背
い
た
こ
と
）、
舞
台
で
あ
る
森
も
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヴ
ァ
ル
ト
（
ド
イ
ツ
西
南
）
と
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
全
体
は
歴
史
的
現
実
に
近
い
印
象
を
与
え
る
。
ま
た
、
後
者
昔
話
（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
九
）
は
、
Ｇ
Ｒ
第
二
〇
話
を
背
景
に
す
る
と
、
内
容
の
普
遍
的
な
広
が
り
が
一
層
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
粗
筋
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
昔
、
あ
る
貧
し
い
女
が
男
の
子
を
産
ん
だ
。
そ
の
子
は
「
福
頭
巾
」﹇
羊
膜
﹈
を
被
っ
て
生
ま
れ
、
十
四
歳
で
王
様
の
姫
を
花
嫁
に
す
る
、
と
予
言
さ
れ
た
。
間
も
な
く
、
王
様
が
村
に
来
て
、
福
頭
巾
の
子
の
噂
を
耳
に
し
機
嫌
を
損
ね
、
予
言
の
先
回
り
を
目
論
ん
で
、
両
親
に
金
貨
を
渡
し
、
子
を
預
か
っ
て
箱
に
入
れ
、
河
に
投
げ
込
ん
だ
。
箱
は
水
車
場
に
流
れ
着
き
、
粉
ひ
き
夫
婦
が
そ
の
捨
て
子
を
育
て
た
。
男
の
子
は
美
徳
を
具
え
て
成
人
し
た
。
嵐
の
日
、
王
様
が
水
車
場
に
避
難
し
、
両
親
の
話
か
ら
、
そ
の
子
が
、
自
分
が
捨
て
た
子
だ
と
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
王
様
は
妃
宛
て
に
、
持
参
し
た
者
を
殺
す
よ
う
に
指
示
し
た
手
紙
を
書
き
、
男
の
子
を
送
り
出
し
た
。
森
の
中
で
迷
子
に
な
っ
た
男
の
子
は
、
強
盗
の
棲
家
に
宿
を
借
り
た
。
お
婆
さ
ん
に
世
話
さ
れ
、
寝
て
い
る
間
に
、
強
盗
た
ち
が
手
紙
を
読
ん
だ
。
彼
ら
は
男
の
子
に
同
情
し
、
持
参
し
た
者
を
姫
と
結
婚
さ
せ
よ
、
と
内
容
を
書
き
換
え
、
翌
朝
、
男
の
子
を
見
送
っ
た
。
手
紙
を
見
た
妃
は
早
速
、
姫
と
男
の
子
の
結
婚
式
を
挙
げ
さ
せ
た
。
城
に
帰
っ
た
王
様
は
、
事
情
を
知
っ
て
立
腹
し
、
花
婿
に
、
地
獄
か
ら
悪
魔
の
黄
金
の
毛
を
三
本
取
っ
て
来
る
よ
う
に
命
じ
た
。
福
頭
巾
の
少
年
は
出
発
し
た
。
あ
る
都
で
彼
は
市
場
の
井
戸
が
涸
れ
た
理
由
を
聞
か
れ
、
別
の
都
で
は
黄
金
の
林
檎
が
生
﹇
な
﹈
ら
な
い
理
由
を
問
わ
れ
、
ま
た
大
き
な
川
岸
の
渡
し
守
か
ら
は
、
代
わ
り
の
船
頭
が
い
な
い
理
由
を
聞
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
が
帰
る
ま
で
待
つ
よ
う
に
言
っ
た
。
川
を
渡
る
と
、
地
獄
の
入
口
が
あ
っ
た
。
悪
魔
は
留
守
で
祖
母
が
い
た
。
男
の
子
が
悪
魔
の
毛
が
三
本
欲
し
い
旨
を
伝
え
る
と
、
お
婆
さ
ん
は
少
年
を
蟻
に
変
え
、
ス
カ
ー
ト
の
襞
に
隠
し
た
。
悪
魔
が
帰
っ
て
来
て
、
祖
母
の
膝
で
虱
を
取
っ
て
も
ら
う
間
に
、
祖
母
は
、
夢
に
託
し
て
、
井
戸
が
涸
れ
た
理
由
、
黄
金
の
林
檎
が
生
ら
な
い
理
由
、
渡
し
守
の
代
わ
り
が
来
な
い
理
由
を
、
悪
魔
か
ら
聞
き
出
し
た
。
井
戸
の
石
の
下
の
蛙
を
殺
す
、
林
檎
の
根
を
か
じ
る
鼠
を
殺
す
、
来
た
者
に
棹
を
渡
す
、
以
上
が
回
答
だ
っ
た
。
お
婆
さ
ん
は
、
そ
の
間
、
悪
魔
か
ら
黄
金
の
毛
を
三
本
引
き
抜
き
、
少
年
を
蟻
か
ら
人
間
に
変
身
さ
せ
た
。
福
頭
巾
の
子
は
お
8
婆
さ
ん
に
お
礼
を
言
っ
て
地
獄
を
後
に
し
た
。
渡
し
守
、
黄
金
の
林
檎
の
都
の
番
人
、
井
戸
の
涸
れ
た
都
の
番
人
に
そ
れ
ぞ
れ
彼
は
回
答
を
教
え
、
お
礼
に
金
貨
を
も
ら
い
帰
国
し
た
。
欲
張
り
の
王
様
は
金
貨
を
見
て
喜
び
、
自
分
も
欲
し
く
な
っ
て
、
例
の
川
に
出
掛
け
た
。
渡
し
守
は
、
王
様
と
共
に
向
こ
う
岸
に
着
く
と
、
棹
を
王
様
の
手
に
預
け
、
自
分
だ
け
舟
に
跳
び
乗
っ
た
。
以
来
、
王
様
は
地
獄
で
渡
し
守
を
し
て
い
る
（
２８
）。
右
の
昔
話
は
ド
イ
ツ
中
央
部
に
位
置
す
る
ヘ
ッ
セ
ン
・
ツ
ヴ
ェ
ー
レ
ン
村
出
身
の
ド
ロ
テ
ー
ア
・
フ
ィ
ー
マ
ン
か
ら
採
集
さ
れ
た
も
の
で
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
に
は
第
二
版
（
一
八
一
九
年
）
以
降
収
録
さ
れ
た
（
２９
）。
グ
リ
ム
の
「
原
註
」
に
は
、
他
に
マ
イ
ン
河
地
方
の
類
話
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、「
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
に
関
す
る
古
い
伝
説
は
こ
の
昔
話
の
導
入
部
と
類
似
し
て
い
る
（『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
第
二
巻
、
四
八
〇
番
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
参
照
）」
と
メ
モ
さ
れ
て
い
る
（
３０
）。
「
福
頭
巾
」G
lückshaut
﹇＝
幸
運
の
膜
﹈
を
被
っ
て
生
ま
れ
た
子
が
、
将
来
、
自
分
の
娘
（
姫
）
と
結
婚
す
る
と
聞
い
て
、
王
様
は
そ
の
子
を
川
に
遺
棄
す
る
。
こ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
ナ
イ
ル
川
に
捨
て
ら
れ
た
幼
児
モ
ー
セ
（
旧
約
聖
書
（
３１
））、
海
に
流
さ
れ
た
赤
子
ペ
ル
セ
ウ
ス
（
ギ
リ
シ
ア
神
話
（
３２
））
で
知
ら
れ
る
英
雄
譚
の
系
譜
に
属
し
て
い
る
。
英
雄
は
、
一
旦
、
水
の
中
で
死
に
（
仮
死
状
態
）、
新
た
な
生
命
と
し
て
甦
る
。
一
種
の
儀
式
（
洗
礼
）
を
連
想
さ
せ
る
が
、
英
雄
の
将
来
は
、
結
果
的
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
九
に
見
ら
れ
る
第
二
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
「
ウ
リ
ヤ
の
手
紙
」
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
人
殺
し
も
辞
さ
な
い
強
盗
た
ち
が
、
男
の
子
へ
の
同
情
心
か
ら
、
彼
の
生
命
を
救
う
べ
く
、
手
紙
の
内
容
を
書
き
換
え
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
強
欲
の
あ
ま
り
最
後
に
は
地
獄
の
渡
し
守
に
さ
せ
ら
れ
る
王
様
と
好
対
照
で
あ
る
。
昔
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
社
会
の
通
念
（
王
の
権
威
、
等
）
に
捉
わ
れ
な
い
、
し
ば
し
ば
（
ア
）
イ
ロ
ニ
ー
を
含
む
自
由
で
客
観
的
な
視
点
を
持
つ
文
学
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
対
象
か
ら
距
離
を
取
る
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
性
格
が
昔
話
に
は
内
在
す
る
。
こ
れ
は
、
昔
話
に
特
有
の
あ
る
種
の
軽
や
か
さ
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
（
３３
）。
最
後
に
、
運
命
に
「
先
回
り
」
し
よ
う
と
し
て
も
無
駄
で
（『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
Ｄ
Ｓ
四
八
〇
（
３４
））、「
神
の
意
志
に
逆
ら
う
こ
と
は
出
来
な
い
」（『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
Ｇ
Ｒ
二
〇
（
３５
））
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
実
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
に
見
ら
れ
る
観
念
で
あ
る
。
古
代
中
国
の
物
語
集
、
干
宝
編
『
捜
神
記
』
の
四
四
八
番
「
運
命
の
神
」
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。（
以
下
要
約
）
9
陳
仲
挙
は
出
世
す
る
以
前
、
黄
申
の
家
に
泊
ま
っ
た
。
そ
の
時
、
申
の
妻
が
子
供
を
産
ん
だ
。
夜
、
家
の
門
を
叩
く
者
が
い
た
。
家
人
が
気
づ
か
ず
に
い
る
と
、
家
の
裏
で
、
客
間
に
人
が
い
る
の
で
入
れ
な
い
と
人
声
が
し
た
。
門
の
人
物
は
、
で
は
裏
か
ら
入
ろ
う
、
と
言
っ
た
が
、
間
も
な
く
引
き
返
し
た
。
待
っ
て
い
た
者
が
、
男
女
の
別
と
名
前
と
寿
命
を
訊
く
と
、
一
方
は
、
男
で
名
は
奴
﹇
ど
﹈、
寿
命
は
十
五
歳
と
答
え
た
。
前
者
が
死
ぬ
理
由
を
訊
く
と
、
刃
物
で
死
ぬ
と
答
え
た
。
仲
挙
は
家
族
に
、
こ
の
子
は
刃
物
で
死
ぬ
と
話
し
た
。
両
親
は
驚
い
て
、
気
を
つ
け
た
。
子
供
が
十
五
歳
に
な
っ
た
と
き
、
誰
か
が
梁
に
鑿
﹇
の
み
﹈
を
置
き
、
柄
だ
け
が
見
え
て
い
た
。
木
切
れ
と
思
っ
て
子
供
が
鉤
で
引
く
と
、
鑿
が
落
ち
、
頭
に
突
き
刺
さ
っ
て
死
ん
だ
。
そ
の
後
、
仲
挙
は
豫
章
（
江
西
省
）
の
太
守
に
就
任
し
、
申
の
家
に
贈
り
物
を
届
け
さ
せ
、
奴
の
こ
と
を
訊
ね
さ
せ
た
。
家
族
が
事
情
を
話
す
と
、
仲
挙
は
、
こ
れ
が
運
命
と
い
う
も
の
だ
、
と
嘆
息
し
た
（
３６
）。
陳
仲
挙
は
後
漢
（
一
〜
三
世
紀
初
頭
）
の
人
物
で
、
物
語
で
は
運
命
の
不
可
避
性
が
中
心
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
先
の
Ｇ
Ｒ
第
二
〇
話
あ
る
い
は
Ｄ
Ｓ
四
八
〇
番
に
お
い
て
、
コ
ン
ラ
ド
ゥ
ス
（＝
コ
ン
ラ
ー
ト
）
帝
は
、
い
か
に
策
を
弄
し
て
も
、
捨
て
子
と
姫
と
の
結
婚
を
阻
止
出
来
な
か
っ
た
が
、
中
国
の
右
の
話
で
も
、
申
の
家
族
は
子
供
の
宿
命
を
、
結
局
、
回
避
出
来
な
か
っ
た
。
伝
説
の
中
の
結
婚
は
祝
福
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
中
国
の
物
語
の
刃
物
に
よ
る
死
は
ま
さ
に
悲
劇
的
で
あ
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
九
の
主
人
公
は
、
以
上
に
比
べ
て
、
最
初
か
ら
幸
運
を
約
束
さ
れ
た
存
在
（
申
し
子
）
で
あ
る
。
英
雄
譚
の
例
に
倣
っ
て
、
水
中
へ
の
遺
棄
と
い
う
厳
し
い
試
練
が
待
ち
構
え
て
は
い
た
も
の
の
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
、
地
獄
行
の
冒
険
の
あ
と
、
遂
に
、
彼
は
幸
運
（＝
三
本
の
黄
金
の
毛
／
姫
と
の
結
婚
﹇
王
位
継
承
﹈）
を
手
に
入
れ
る
。
昔
話
ら
し
い
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
あ
る
。
古
代
中
国
の
物
語
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
説
話
、
そ
し
て
グ
リ
ム
童
話
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
運
命
の
避
け
難
さ
は
人
類
共
通
の
観
念
あ
る
い
は
謎
と
な
っ
て
い
る
。
Ｈ
・
Ｊ
・
ウ
タ
ー
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
九
を
Ａ
Ｔ
（
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
話
型
）
九
三
〇
お
よ
び
四
九
一
に
分
類
す
る
（
３７
）。
Ａ
Ｔ
九
三
〇
は
「
運
命
の
物
語
」Tales
of
Fate
の
一
つ
で
、
１
「
予
言
」
／
２
「
売
買
と
遺
棄
」
／
３
「
ウ
リ
ヤ
の
手
紙
」
／
４
「
後
日
談
」
を
構
成
要
素
と
し
（
３８
）、
Ａ
Ｔ
四
九
一
「
悪
魔
の
三
本
の
毛
」T
hree
H
airs
from
the
D
evil’s
B
eard
は
、
１
「
序
」
／
２
「
悪
魔
の
毛
を
求
め
る
冒
険
行
」
／
３
「
問
題
」
／
４
「
冒
険
行
の
成
功
」
／
５
「
報
酬
」
／
６
「
渡
し
守
と
し
て
の
王
様
（
３９
）」
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を
骨
格
と
す
る
。
グ
リ
ム
童
話
「
黄
金
の
毛
が
三
本
あ
る
悪
魔
」
は
、
ま
さ
し
く
「
運
命
」Fate
の
不
思
議
を
伝
え
る
（
Ａ
Ｔ
九
三
〇
）、
地
獄
へ
の
「
冒
険
行
」Q
uest
（
Ａ
Ｔ
四
九
一
）
の
物
語
に
他
な
ら
な
い
が
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
に
そ
の
先
例
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
第
三
章
「
ヨ
ナ
タ
ン
」
「
女
性
の
巧
妙
な
欺
瞞
と
騙
さ
れ
た
者
の
眩
惑
に
つ
い
て
」Von
dem
feinen
T
rug
der
W
eiber
und
der
Verblendung
der
B
etrogenen
を
題
と
す
る
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
第
百
二
十
話
、
邦
訳
「
ヨ
ナ
タ
ン
」
は
次
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
。（
以
下
要
約
）
ダ
リ
ウ
ス
王
に
は
息
子
が
三
人
い
た
。
死
期
が
迫
っ
た
王
は
、
長
男
に
父
祖
伝
来
の
遺
産
、
二
男
に
は
王
自
身
が
得
た
富
、
三
男
に
は
三
つ
の
呪
宝
、
す
な
わ
ち
、
金
の
指
輪
と
首
飾
り
と
高
価
な
織
物
を
与
え
た
。
指
輪
に
は
誰
か
ら
も
贔
屓
に
さ
れ
何
で
も
入
手
で
き
る
力
、
首
飾
り
に
は
願
望
が
成
就
す
る
力
、
織
物
に
は
何
処
へ
で
も
行
け
る
力
が
あ
っ
た
。
王
が
死
に
長
男
と
二
男
は
遺
産
を
も
ら
い
、
三
男
は
大
学
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
母
親
は
息
子
に
、
女
に
は
気
を
つ
け
る
よ
う
に
忠
告
し
て
指
環
を
渡
し
た
。
末
息
子
ヨ
ナ
タ
ン
は
学
問
を
身
に
つ
け
た
が
、
あ
る
時
、
町
で
美
人
に
出
会
い
、
好
き
に
な
り
下
宿
に
連
れ
帰
っ
た
。
女
は
ヨ
ナ
タ
ン
が
上
機
嫌
の
時
、
富
裕
な
生
活
を
送
れ
る
理
由
を
尋
ね
た
。
彼
が
指
環
の
秘
密
を
打
ち
明
け
る
と
、
女
は
指
環
を
横
領
し
、
盗
ま
れ
た
と
偽
っ
た
。
ヨ
ナ
タ
ン
は
王
妃
の
許
に
帰
っ
て
首
飾
り
を
受
け
取
っ
た
。
大
学
に
戻
っ
た
ヨ
ナ
タ
ン
は
偶
然
、
例
の
女
に
再
会
し
た
。
二
人
は
ふ
た
た
び
同
棲
し
た
。
ヨ
ナ
タ
ン
が
豪
勢
な
暮
ら
し
が
出
来
る
理
由
を
女
は
言
葉
巧
み
に
訊
き
出
し
、
首
飾
り
を
隠
し
、
盗
ま
れ
た
と
言
い
訳
し
た
。
ヨ
ナ
タ
ン
は
再
度
、
王
妃
の
許
に
行
き
、
厳
し
く
忠
告
さ
れ
て
織
物
を
も
ら
っ
た
。
ヨ
ナ
タ
ン
は
ま
た
例
の
女
に
迎
え
ら
れ
た
。
二
人
は
織
物
に
乗
っ
て
世
界
の
果
て
の
森
に
行
っ
た
。
ヨ
ナ
タ
ン
は
女
に
指
環
と
首
飾
り
を
返
さ
な
け
れ
ば
置
き
去
り
に
す
る
と
脅
し
た
が
、
女
は
巧
妙
に
織
物
の
秘
密
を
訊
き
、
ヨ
ナ
タ
ン
が
眠
っ
て
い
る
間
に
、
自
分
だ
け
織
物
に
乗
っ
て
都
に
戻
っ
た
。
目
覚
め
た
ヨ
ナ
タ
ン
は
川
を
渡
っ
た
。
水
が
熱
く
足
の
肉
が
剥
が
れ
た
。
彼
は
水
を
容
器
に
入
れ
て
進
み
、
木
の
実
を
食
べ
11
る
と
癩
﹇
ハ
ン
セ
ン
﹈
病
に
罹
っ
た
。
木
の
実
を
携
行
し
別
の
川
に
出
て
渡
る
と
足
の
肉
が
回
復
し
た
。
水
を
容
器
に
入
れ
て
進
み
、
別
の
木
の
実
を
食
べ
る
と
癩
病
が
治
っ
た
。
そ
の
木
の
実
を
携
行
し
進
む
と
城
が
あ
っ
た
。
何
者
か
と
尋
ね
ら
れ
医
者
と
名
乗
っ
た
。
王
様
が
癩
病
と
聞
い
た
彼
は
城
へ
行
き
、
二
番
目
の
木
の
実
で
病
気
を
治
し
、
二
番
目
の
水
で
王
様
の
肉
を
回
復
さ
せ
、
贈
り
物
を
受
け
取
っ
た
。
そ
の
後
、
ヨ
ナ
タ
ン
は
船
で
帰
国
し
た
。
有
名
な
医
者
が
来
た
と
い
う
噂
が
広
が
り
、
癩
病
に
罹
っ
て
い
た
例
の
女
が
医
者
を
呼
ん
だ
。
彼
を
識
別
で
き
な
い
女
に
、
ヨ
ナ
タ
ン
は
、
罪
を
告
白
し
て
騙
し
取
っ
た
物
を
返
す
よ
う
に
言
っ
た
。
女
は
す
べ
て
を
告
白
し
、
三
つ
の
宝
物
の
在
り
処
を
教
え
た
。
ヨ
ナ
タ
ン
は
そ
れ
ら
を
発
見
し
、
女
に
癩
病
に
な
っ
た
木
の
実
を
食
べ
さ
せ
、
足
の
肉
が
剥
が
れ
る
川
の
水
を
飲
ま
せ
た
。
彼
女
は
苦
し
み
叫
び
な
が
ら
息
絶
え
た
。
ヨ
ナ
タ
ン
は
母
親
の
許
に
帰
っ
て
、
一
部
始
終
を
報
告
し
、
や
が
て
安
ら
か
に
生
涯
を
終
え
た
（
４０
）。
魔
法
の
贈
り
物
、
誘
惑
的
な
女
の
策
略
に
よ
る
（
贈
り
物
の
）
喪
失
、
最
後
に
そ
の
奪
還
、
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
一
五
〇
九
年
、
南
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
で
刊
行
さ
れ
た
民
衆
本
『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』Fortunatus
の
内
容
と
驚
く
ほ
ど
似
て
い
る
（
４１
）
（
図
版
２
）。
二
部
構
成
の
後
者
は
、
発
表
以
来
、
ド
イ
ツ
国
内
ば
か
り
で
は
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
特
に
西
部
と
北
部
で
瞬
く
間
に
広
く
伝
承
さ
れ
、
今
日
ま
で
に
二
二
一
版
を
重
ね
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
（
４２
）。
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
物
語
で
あ
る
。
﹇
第
一
部
﹈
貧
し
い
両
親
の
息
子
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
は
、
故
郷
キ
プ
ロ
ス
島
を
離
れ
、
あ
る
貴
族
に
仕
え
、
ロ
ン
ド
ン
へ
向
か
図版２ 民衆本『フォルトゥナートゥス』
初版挿絵［木版画］１５０９年
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う
。
そ
の
途
上
、
彼
は
殺
人
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
困
難
な
状
況
に
陥
る
が
、
荒
野
で
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
﹇
幸
運
の
女
神
﹈
に
出
会
う
。
彼
女
の
贈
り
物
の
中
で
、
彼
は
富
を
選
び
、
お
金
が
常
に
中
に
あ
る
袋
を
受
け
取
る
。
彼
は
故
郷
に
帰
り
、
妻
と
二
人
の
子
供
、
ア
ム
ペ
ド
と
ア
ン
ド
ロ
シ
ア
と
暮
ら
す
。
彼
は
さ
ら
に
イ
ン
ド
と
エ
ジ
プ
ト
へ
旅
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
君
主
﹇
ス
ル
タ
ン
﹈
か
ら
、
何
処
へ
で
も
彼
を
運
ん
で
く
れ
る
魔
法
の
帽
子
を
騙
し
取
る
。
魔
法
の
品
を
注
意
深
く
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
は
富
と
権
力
を
手
に
入
れ
る
。
﹇
第
二
部
﹈
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
死
後
、
二
人
の
息
子
の
中
、
冒
険
好
き
の
ア
ン
ド
ロ
シ
ア
は
、
誘
惑
的
で
薄
情
な
イ
ギ
リ
ス
王
女
ア
グ
リ
ッ
ピ
ナ
の
策
略
に
よ
っ
て
袋
を
失
う
が
、
兄
か
ら
騙
し
取
っ
た
魔
法
の
帽
子
の
助
け
で
そ
れ
を
取
り
戻
し
、
王
女
に
復
讐
す
る
。
し
か
し
逆
に
、
帽
子
を
奪
わ
れ
、
荒
野
を
彷
徨
う
。
林
檎
の
木
か
ら
実
を
二
つ
食
べ
る
と
、
彼
の
頭
に
角
が
生
え
る
。
隠
者
の
示
唆
で
、
別
種
の
林
檎
を
食
べ
る
と
角
は
消
え
る
。
そ
こ
で
彼
は
ア
グ
リ
ッ
ピ
ナ
に
最
初
の
林
檎
で
角
を
出
さ
せ
、
医
者
に
変
装
し
て
、
第
二
の
林
檎
で
角
を
取
り
去
る
。
そ
の
後
、
キ
プ
ロ
ス
島
の
王
の
許
へ
彼
女
と
結
婚
す
る
た
め
に
戻
る
が
、
嫉
妬
し
た
伯
爵
た
ち
に
捕
え
ら
れ
、
袋
を
奪
わ
れ
殺
害
さ
れ
る
。
兄
ア
ム
ペ
ド
も
悲
嘆
の
あ
ま
り
死
ぬ
。
魔
法
の
品
の
威
力
は
、
所
有
者
の
死
と
と
も
に
消
え
る
。
そ
し
て
伯
爵
た
ち
は
処
刑
さ
れ
る
。
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
が
、
幸
運
の
女
神
に
、
富
の
代
わ
り
に
知
恵
を
願
っ
て
い
た
ら
、
ソ
ロ
モ
ン
の
よ
う
に
、
こ
の
世
で
最
も
豊
か
な
王
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
に
、
と
物
語
は
締
め
括
ら
れ
る
（
４３
）。
十
六
世
紀
初
頭
に
刊
行
さ
れ
た
『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』
は
、
一
五
五
三
年
に
は
Ｈ
・
ザ
ッ
ク
ス
、
一
五
九
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
Ｔ
・
デ
ッ
カ
ー
が
こ
れ
を
題
材
に
自
作
を
発
表
し
た
他
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
、
作
家
Ｌ
・
テ
ィ
ー
ク
、
Ｌ
・
ウ
―
ラ
ン
ト
、
Ａ
・
ｖ
・
シ
ャ
ミ
ッ
ソ
ー
に
よ
っ
て
翻
案
版
「
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
」
が
発
表
さ
れ
た
（
４４
）。
人
気
の
秘
密
は
、
恐
ら
く
、
波
乱
万
丈
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
と
、
人
知
を
超
え
た
「
魔
法
」Zauber
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
第
一
二
〇
話
と
『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』
の
類
似
性
は
注
目
さ
れ
る
。
両
者
を
対
比
す
る
と
、
類
似
は
一
層
明
白
に
な
る
。
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』
１
魔
法
の
贈
り
物
﹇
父
の
遺
産
﹈
指
環
・
首
飾
り
・
織
物
﹇
幸
運
の
女
神
﹈
袋
・
帽
子
13
２
喪
失
の
原
因
美
人
の
欺
瞞
王
女
の
策
略
３
魔
法
の
果
物
木
の
実
﹇
癩
病
の
薬
﹈
林
檎
﹇
角
の
消
去
﹈
４
喪
失
の
回
復
指
環
・
首
飾
り
・
織
物
帽
子
（
禍
の
源
と
し
て
焼
却
）
昔
話
に
お
け
る
〈
魔
法
の
贈
り
物
〉
に
強
い
関
心
を
抱
い
た
Ａ
・
ア
ー
ル
ネ
は
、『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』
を
例
に
、
昔
話
の
基
本
要
素
を
析
出
し
た
が
（『
昔
話
の
比
較
研
究
（
４５
）』）、
中
世
文
学
の
ト
ポ
ス
と
し
て
の
﹇
擬
人
化
さ
れ
た
﹈
幸
運
﹇
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
﹈
や
右
の
魔
法
の
贈
り
物
（
Ａ
Ｔ
七
五
〇
）
以
外
に
、
プ
ロ
ッ
プ
の
『
昔
話
の
形
態
学
（
４６
）』
を
応
用
す
る
と
、
贈
与
／
喪
失
／
回
復
と
い
う
図
式
が
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
第
一
二
〇
話
と
『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
所
収
の
「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
二
二
）
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
類
話
に
他
な
ら
な
い
。
粗
筋
は
次
の
通
り
で
あ
る
。昔
、
若
い
快
活
な
狩
人
が
い
た
。
森
で
醜
い
お
婆
さ
ん
に
出
会
い
、
施
し
物
を
請
わ
れ
、
分
相
応
の
も
の
を
上
げ
る
と
、
お
婆
さ
ん
は
お
礼
に
語
る
。
マ
ン
ト
を
奪
い
合
う
鳥
を
撃
つ
と
、
人
を
何
処
へ
で
も
運
ん
で
く
れ
る
「
魔
法
の
マ
ン
ト
」
W
unschm
antel
が
手
に
入
る
。
ま
た
死
ん
だ
「
鳥
の
心
臓
」
Vogelherz
を
鵜
呑
み
に
す
れ
ば
、
毎
朝
金
貨
が
枕
の
下
に
あ
る
。
狩
人
は
「
賢
い
女
」w
eise
Frau
に
礼
を
言
っ
て
、
彼
女
の
指
図
通
り
、
マ
ン
ト
と
金
貨
を
獲
得
し
、
両
親
に
別
れ
を
告
げ
、
世
界
見
物
の
旅
に
出
る
。
あ
る
日
、
森
の
中
の
城
で
、
彼
は
老
女
と
美
し
い
乙
女
を
発
見
す
る
。
老
女
は
魔
女H
exe
で
、
狩
人
が
宝
物
﹇
鳥
の
心
臓
﹈
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
見
抜
き
、
娘
を
狩
人
と
仲
良
く
さ
せ
、
煎
薬
で
狩
人
の
口
か
ら
鳥
の
心
臓
を
吐
き
出
さ
せ
、
娘
が
そ
れ
を
呑
み
こ
む
。
老
婆
は
魔
法
の
マ
ン
ト
も
欲
し
く
な
り
、
娘
を
遣
っ
て
宝
石
の
山
へ
狩
人
を
誘
い
、
彼
を
眠
ら
せ
て
マ
ン
ト
を
奪
い
、
山
に
置
き
去
り
に
す
る
。
山
に
棲
む
巨
人
た
ち
の
話
を
聞
き
、
狩
人
は
雲
に
乗
っ
て
野
菜
畑
に
舞
い
降
り
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
る
と
驢
馬
に
変
身
す
る
。
が
、
別
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
る
と
人
間
の
姿
に
戻
る
。
幸
運
の
キ
ャ
ベ
ツ
と
不
運
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
持
っ
て
、
狩
人
は
変
装
し
て
例
の
美
人
の
い
る
城
へ
出
か
け
る
。
王
様
の
使
い
と
称
し
て
、
狩
人
が
貴
重
な
（
実
は
不
運
の
）
キ
ャ
ベ
ツ
を
老
婆
に
渡
す
。
彼
女
は
そ
れ
を
食
べ
牝
驢
馬
に
変
身
す
る
。
女
中
も
美
人
の
娘
も
キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
14
牝
驢
馬
に
な
る
。
三
匹
を
粉
ひ
き
に
預
け
、
老
婆
驢
馬
が
死
ぬ
と
、
狩
人
は
残
り
の
二
匹
を
連
れ
戻
し
、
幸
運
の
キ
ャ
ベ
ツ
を
食
べ
さ
せ
る
。
人
間
の
姿
に
な
っ
た
娘
は
狩
人
に
謝
罪
し
、
マ
ン
ト
と
鳥
の
心
臓
の
在
り
処
を
教
え
る
。
狩
人
は
娘
と
結
婚
し
て
楽
し
く
暮
ら
す
（
４７
）。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
原
註
」
に
よ
る
と
、「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」
は
「
ド
イ
ツ
系
ボ
ヘ
ミ
ア
人
か
ら
﹇
聴
取
﹈」
さ
れ
た
昔
話
で
あ
る
（
４８
）。
一
八
一
四
年
十
二
月
十
日
、
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
当
時
滞
在
中
の
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
こ
う
報
告
し
て
い
る
。「
私
は
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
の
素
晴
ら
し
い
昔
話
を
入
手
し
た
。
我
々
﹇
ド
イ
ツ
人
﹈
に
は
ま
っ
た
く
欠
如
し
て
い
る
話
だ
（
４９
）」。
グ
リ
ム
自
身
に
と
っ
て
も
、
珍
し
い
興
味
深
い
昔
話
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
「
原
註
」
の
冒
頭
、
グ
リ
ム
は
コ
メ
ン
ト
す
る
。「
人
間
が
驢
馬
に
変
身
す
る
の
は
注
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
す
で
に
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
以
来
知
ら
れ
て
い
る
（
５０
）」。
そ
し
て
「
原
註
」
末
尾
に
こ
う
記
す
。「
こ
こ
に
は
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
伝
説
が
非
常
に
明
瞭
に
存
在
す
る
。
但
し
、
こ
れ
が
ド
イ
ツ
版
で
あ
る
こ
と
も
証
明
可
能
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
こ
の
物
語
は
民
衆
本
に
は
拠
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
だ
か
ら
だ
。
こ
の
物
語
は
遥
か
に
古
風
で
素
朴
で
あ
る
。﹇
Ｋ
Ｈ
Ｍ
﹈
三
六
と
五
四
を
参
照
。﹇
前
者
で
は
﹈
魔
法
の
マ
ン
ト
と
角
﹇
つ
の
﹈
で
は
な
く
、
帽
子
と
袋
が
出
て
く
る
。『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
（
ラ
テ
ン
語
版
一
二
〇
話
、
ド
イ
ツ
語
版
八
話
）
で
は
す
べ
て
が
も
っ
と
素
朴
で
あ
る
。
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
で
は
鼻
の
代
わ
り
に
角
が
生
え
、
前
者
﹇
Ｇ
Ｒ
﹈
で
は
癩
﹇
ハ
ン
セ
ン
﹈
病
が
発
生
す
る
（
５１
）」。驢馬
の
姿
に
な
っ
た
男
﹇
ル
キ
リ
ウ
ス
﹈
が
動
物
の
視
点
か
ら
世
の
中
を
見
る
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
（
紀
元
後
一
二
五
年
頃
）
の
『
変
身
物
語
』M
etam
orphoses
（
別
名
『
黄
金
の
驢
馬
』）
に
、
グ
リ
ム
は
「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」
の
原
型
を
探
る
。
右
の
註
に
挙
げ
ら
れ
たK
H
M
三
六
「
テ
ー
ブ
ル
よ
食
卓
の
準
備
」「
金
貨
を
出
す
驢
馬
」「
こ
ん
棒
よ
袋
か
ら
出
ろ
」Tischchen
deck
dich,G
oldeselund
K
nüppel
aus
dem
Sack （５２
）と
同
五
四
「
背
の
う
と
帽
子
と
角
笛
」D
er
R
anzen,
das
H
ütlein
und
das
H
ornlein （５３
）の
二
篇
を
グ
リ
ム
が
〈
古
風
〉al-
terthüm
lich
で
〈
素
朴
〉einfach
と
感
じ
て
い
る
の
は
、
ジ
ャ
ン
ル
論
的
な
考
察
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
民
衆
本
の
散
文
小
説
は
近
代
の
産
物
で
あ
り
、
昔
話
は
そ
れ
以
前
の
時
代
、
特
に
中
世
（
あ
る
い
は
古
代
）
と
の
繋
が
り
を
維
持
し
た
文
学
で
あ
る
こ
と
を
、
グ
リ
ム
は
右
の
「
原
註
」
で
確
認
し
た
の
で
あ
る
。「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」
は
民
衆
本
『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』
よ
り
遥
か
に
古
代
的
な
の
15
だ
。
因
み
に
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
の
話
型
に
よ
れ
ば
、「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」
の
メ
ル
ヘ
ン
は
Ａ
Ｔ
五
六
七
「
魔
法
の
鳥
の
心
臓
」
T
he
M
agic
B
ird−heart
と
Ａ
Ｔ
五
六
六
「
三
つ
の
魔
法
の
品
物
と
不
思
議
な
果
物
」（「
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
」）T
he
T
hree
M
agic
O
bjects
and
the
W
onderful
Fruits
(Fortunatus)
に
分
類
さ
れ
る
（
５４
）。
「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」
の
中
の
「
魔
法
の
鳥
の
心
臓
」
は
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』（
Ｇ
Ｒ
）
の
「
指
環
・
首
飾
り
・
織
物
」、
『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』（
Ｆ
）
の
「
袋
・
帽
子
」
に
対
応
し
、
「
不
思
議
な
果
物
」（＝
キ
ャ
ベ
ツ
）
は
、
Ｇ
Ｒ
「
木
の
実
」、
Ｆ
「
林
檎
」
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
。
ま
た
「
贈
与
／
喪
失
／
回
復
」
の
図
式
は
、
Ｇ
Ｒ
「
父
の
遺
産
」
と
Ｆ
「
幸
運
の
女
神
の
贈
り
物
」
／
Ｇ
Ｒ
「
美
人
の
欺
瞞
」
と
Ｆ
「
王
女
の
策
略
」
に
よ
る
喪
失
／
Ｇ
Ｒ
・
Ｆ
奪
回
で
あ
る
。
な
お
、「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」
に
お
い
て
は
、
「
お
婆
さ
ん＝
賢
い
女
」
／
「
老
女＝
魔
女
」
が
対
比
さ
れ
て
い
る
が
、「
賢
い
女
」w
eise
Frau
は
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
の
『
ド
イ
ツ
神
話
学
』
に
よ
る
と
、
ゲ
ル
マ
ン
古
代
の
「
巫
女
」
的
存
在
で
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
の
中
で
は
、
悪
役
で
あ
る
「
魔
女
」H
exe
と
は
対
照
的
な
、
神
秘
的
で
善
な
る
存
在
で
あ
る
（
５５
）。
と
こ
ろ
で
、
中
世
説
話
集
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』「
ヨ
ナ
タ
ン
」
に
お
い
て
、
主
人
公
は
、
彼
を
再
三
欺
い
た
美
女
に
復
讐
を
遂
げ
る
。
ま
た
民
衆
本
『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』
は
主
人
公
の
殺
害
と
殺
害
者
の
処
刑
で
幕
を
閉
じ
、
人
生
の
幸
福
と
は
、
富
で
は
な
く
知
恵
に
よ
っ
て
初
め
て
実
現
す
る
、
と
教
訓
を
伝
え
る
。
以
上
二
篇
に
対
し
て
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
二
二
「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」
は
、
幸
福
な
結
婚
で
物
語
を
終
え
る
。
メ
ル
ヘ
ン
ら
し
い
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
の
結
末
で
あ
る
。
「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」
は
「
ド
イ
ツ
系
ボ
ヘ
ミ
ア
人
か
ら
﹇
採
取
﹈」
と
グ
リ
ム
は
「
原
註
」
に
記
し
た
。
こ
の
昔
話
が
、
南
ド
イ
ツ
に
普
及
し
た
民
衆
本
『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』
よ
り
古
い
性
格
の
異
色
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ
ら
た
め
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
口
承
文
芸
の
広
範
さ
と
複
雑
さ
に
気
付
か
さ
れ
る
。
と
も
あ
れ
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
の
種
子
は
、
何
ら
か
の
経
路
を
辿
っ
て
、『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』
に
、
そ
し
て
グ
リ
ム
童
話
「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」
に
着
地
し
て
、
見
事
な
花
を
咲
か
せ
た
の
で
あ
る
。
第
四
章
「
半
分
馬
に
乗
っ
て
」
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
四
「
賢
い
百
姓
娘
」D
ie
16
kluge
B
auerntochter
（
図
版
３
）
は
、
前
述
ド
ロ
テ
ー
ア
・
フ
ィ
ー
マ
ン
か
ら
グ
リ
ム
兄
弟
が
聴
き
取
っ
た
昔
話
で
あ
る
。（
以
下
粗
筋
）
昔
、
貧
し
い
百
姓
が
い
た
。
財
産
と
言
え
ば
、
一
人
娘
だ
け
だ
っ
た
。
父
親
は
娘
の
進
言
で
、
痩
せ
た
土
地
を
王
様
か
ら
分
け
て
も
ら
い
、
畑
を
耕
し
た
。
す
る
と
泥
の
中
に
臼
が
見
つ
か
っ
た
。
王
様
に
献
上
し
よ
う
と
し
た
が
、
娘
は
杵
が
な
い
と
駄
目
だ
と
言
っ
た
。
し
か
し
父
親
は
頑
固
で
、
王
様
に
臼
を
持
参
し
た
。
王
様
は
杵
が
な
い
の
を
見
て
、
父
親
を
牢
屋
に
入
れ
た
。
娘
の
言
う
通
り
に
す
る
べ
き
だ
っ
た
と
父
親
が
嘆
い
て
い
る
、
と
家
来
か
ら
聞
い
て
、
王
様
は
知
恵
の
あ
る
娘
を
呼
び
寄
せ
た
。
そ
し
て
次
の
よ
う
な
謎
を
か
け
、
解
け
た
ら
嫁
に
す
る
と
言
っ
た
。〈
服
を
着
ず
、
裸
に
な
ら
ず
、
馬
に
乗
ら
ず
、
車
に
乗
ら
ず
、
道
を
通
ら
ず
、
道
の
外
に
出
ず
に
自
分
の
所
へ
来
る
こ
と
〉。
娘
は
裸
に
な
り
、
漁
の
網
を
体
に
巻
き
付
け
、
驢
馬
の
尻
尾
に
網
を
結
び
つ
け
て
引
か
せ
、
彼
女
の
足
の
親
指
で
地
面
を
踏
み
、
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て
、
王
様
の
所
へ
行
っ
た
。
王
様
は
父
親
を
牢
屋
か
ら
出
し
、
娘
を
嫁
に
し
て
財
産
を
彼
女
に
預
け
た
。
あ
る
時
、
兵
隊
の
訓
練
を
視
察
に
行
っ
た
王
様
は
、
城
の
前
で
、
一
頭
の
仔
馬
が
二
頭
の
牡
牛
の
間
に
い
る
の
を
見
た
。
牡
牛
の
飼
い
主
の
百
姓
が
、
仔
馬
は
自
分
の
も
の
だ
と
主
張
し
て
、
馬
の
飼
い
主
と
喧
嘩
し
た
。
王
様
は
不
条
理
に
も
、
仔
馬
は
牡
牛
の
飼
い
主
の
も
の
だ
と
裁
定
し
た
。
馬
の
飼
い
主
は
百
姓
出
身
の
妃
に
相
談
し
、
道
の
真
ん
中
で
漁
を
す
る
振
り
を
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
王
様
が
そ
れ
を
見
て
訳
を
訊
く
と
、
百
姓
は
、
妃
の
言
葉
通
り
に
、〈
牡
牛
に
馬
の
子
が
産
め
る
な
ら
、
水
の
な
い
町
の
広
場
で
魚
も
獲
れ
る
は
ず
〉
と
回
答
し
た
。
誰
の
入
れ
知
恵
か
尋
問
さ
れ
、
百
姓
は
妃
だ
と
白
状
し
た
。
王
様
は
妃
に
離
縁
を
申
し
渡
し
た
が
、
一
つ
だ
け
一
番
大
図版３ O・ウッベローデ『グリム童
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切
な
も
の
を
持
参
し
て
よ
い
と
言
っ
た
。
妃
は
別
れ
の
盃
に
催
眠
剤
を
入
れ
て
王
様
を
眠
ら
せ
、
馬
車
で
彼
を
自
分
の
小
さ
な
家
に
運
び
込
ん
だ
。
目
を
覚
ま
し
た
王
様
に
、
妃
は
王
様
以
上
に
大
切
な
も
の
は
な
い
の
で
我
が
家
に
持
参
し
ま
し
た
、
と
言
っ
た
。
王
様
は
涙
を
流
し
、
妃
を
城
に
連
れ
帰
り
、
あ
ら
た
め
て
結
婚
式
を
挙
げ
た
（
５６
）。
身
分
の
差
を
超
え
た
愛
の
勝
利
を
謳
う
、
心
温
ま
る
右
の
昔
話
を
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
初
版
以
降
、
最
終
第
七
版
ま
で
Ｋ
Ｈ
Ｍ
に
収
録
し
た
。
こ
の
昔
話
は
、
実
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
承
文
学
の
中
で
も
有
名
な
も
の
に
属
し
て
い
る
。『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
第
一
二
四
話
「
半
分
馬
に
乗
っ
て
」
も
そ
の
一
つ
で
、
グ
リ
ム
自
身
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
研
究
篇
」（『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』）
の
中
で
、
本
話
は
九
四
「
賢
い
百
姓
娘
」
の
注
釈
を
参
照
、
と
メ
モ
し
て
い
る
（
５７
）。
Ｇ
Ｒ
第
一
二
四
話
の
原
題
（
独
訳
）
は
「
女
を
信
用
し
て
は
な
ら
ず
、
女
に
秘
密
を
打
ち
明
け
て
も
な
ら
な
い
。
女
は
怒
る
と
、
何
も
隠
し
て
は
お
け
な
い
か
ら
」W
ie
m
an
den
W
eibern
nicht
trauen
und
keine
G
eheim
nisse
anvertrauen
darf,
da
dieselben,
w
enn
sie
in
Zorn
geraten
nichts
verbergen
と
い
う
長
い
も
の
で
、
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。（
以
下
要
約
）
名
門
の
騎
士
が
あ
る
理
由
で
王
の
機
嫌
を
損
ね
た
た
め
、
家
来
を
仲
介
役
に
差
し
向
け
て
何
と
か
体
裁
を
保
っ
た
が
、
条
件
を
つ
け
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、〈
第
一
に
、
宮
廷
へ
半
分
歩
き
半
分
馬
に
乗
っ
て
出
頭
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
最
良
の
友
と
最
上
の
道
化
師
と
最
大
の
敵
を
連
れ
て
来
る
こ
と
〉。
騎
士
は
困
っ
た
が
、
あ
る
晩
、
旅
人
を
自
宅
に
泊
め
、
妻
に
こ
う
耳
打
ち
し
た
。
旅
人
は
現
金
を
持
っ
て
い
る
か
ら
、
彼
を
殺
し
て
そ
れ
を
奪
う
つ
も
り
だ
、
と
。
騎
士
は
し
か
し
、
夜
明
け
頃
、
旅
人
を
起
こ
し
て
出
立
さ
せ
た
後
、
子
牛
を
殺
し
て
切
り
刻
み
、
頭
と
手
足
を
袋
に
詰
め
、
胴
体
は
牛
小
屋
に
埋
め
て
お
い
た
。
朝
、
彼
は
妻
に
袋
を
渡
し
て
、
旅
人
を
殺
し
た
か
の
よ
う
に
装
っ
た
。
王
の
面
前
に
出
頭
す
る
時
が
来
て
、
騎
士
は
右
に
犬
を
連
れ
、
懐
に
幼
い
息
子
、
左
に
妻
を
従
え
て
、
王
の
城
へ
向
か
っ
た
。
彼
は
右
足
を
犬
の
背
中
に
乗
せ
て
乗
馬
の
姿
に
な
り
、
も
う
片
方
の
足
で
歩
い
た
。
王
は
そ
れ
を
見
て
言
っ
た
、
最
良
の
友
は
ど
こ
か
、
と
。
騎
士
は
剣
で
犬
に
切
り
つ
け
た
。
犬
は
逃
げ
た
が
、
騎
士
に
呼
ば
れ
る
と
、
忠
実
な
友
と
し
て
、
彼
の
所
へ
戻
っ
た
。
道
化
師
は
ど
こ
か
、
と
問
わ
れ
る
と
、
騎
士
は
戯
れ
る
幼
子
を
王
に
見
せ
た
。
最
大
の
敵
は
、
と
聞
か
れ
る
と
、
妻
に
18
平
手
打
ち
を
食
ら
わ
せ
て
罵
っ
た
。
妻
は
怒
っ
て
、
夫
が
旅
人
を
殺
し
た
と
言
っ
た
。
一
同
は
騎
士
の
家
に
行
き
、
土
を
掘
り
返
し
た
。
す
る
と
牛
の
肉
塊
が
出
て
来
た
。
皆
は
騎
士
の
頭
の
良
さ
を
褒
め
、
彼
は
以
後
、
王
の
寵
臣
と
な
っ
た
（
５８
）。
グ
リ
ム
童
話
九
四
の
賢
い
百
姓
娘
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
第
一
二
四
話
の
騎
士
、
い
ず
れ
の
主
人
公
も
、
主
君
に
命
じ
ら
れ
た
通
り
、
半
分
馬
（
あ
る
い
は
犬
）
に
乗
り
、
他
の
条
件
も
満
た
し
て
、
見
事
、
難
題
を
解
決
し
、
以
後
、
幸
せ
に
暮
ら
す
。
右
の
話
は
、
Ｊ
・
パ
ウ
リ
の
『
冗
談
と
ま
じ
め
』（
一
五
二
二
年
）
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。
パ
ウ
リ
は
、
自
作
の
執
筆
に
際
し
て
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
を
参
照
し
て
い
た
（
５９
）。
時
間
的
に
二
〇
〇
年
余
り
の
時
間
差
が
あ
る
両
作
品
は
、
い
わ
ゆ
る
「
模
範
集
」
の
代
表
作
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
知
恵
あ
る
い
は
機
知
の
大
切
さ
を
説
い
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。
当
時
、
教
会
で
説
教
を
聴
い
た
人
々
は
、
こ
の
種
の
物
語
か
ら
、
身
分
制
等
、
厳
し
い
世
の
中
を
生
き
抜
く
た
め
に
は
、
頭
脳
を
働
か
せ
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
か
を
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
学
び
取
っ
た
に
相
違
な
い
。
難
題
を
解
決
し
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
騎
士
（
Ｇ
Ｒ
）
に
も
職
人
（『
冗
談
と
ま
じ
め
』）
に
も
、
確
実
に
、
破
滅
が
待
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
四
「
原
註
」
の
中
で
、
グ
リ
ム
兄
弟
は
こ
れ
ら
の
「
模
範
集
」
よ
り
も
さ
ら
に
古
い
文
献
を
紹
介
し
て
い
る
。
北
欧
の
サ
ガ
文
学
に
登
場
す
る
「
ア
ス
ラ
ウ
ク
」A
slaug
伝
説
で
あ
る
。「
こ
こ
に
は
、
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ド
と
シ
グ
ル
ズ
の
娘
ア
ス
ラ
ウ
ク
に
つ
い
て
の
古
い
伝
説
の
痕
跡
が
明
ら
か
に
維
持
さ
れ
て
い
る
（
６０
）」、
と
兄
弟
は
メ
モ
す
る
。
ア
ス
ラ
ウ
ク
は
、
九
世
紀
の
デ
ン
マ
ー
ク
に
歴
史
を
遡
る
『
毛
皮
ズ
ボ
ン
の
ラ
グ
ナ
ー
ル
の
サ
ガ
』Ragnars
saga
lod －
brókar
（Saga
von
R
agnar
Pelzhose
）（
十
三
世
紀
後
半
に
成
立
）
に
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
ヴ
ェ
ル
ス
ン
ガ
族
の
英
雄
シ
グ
ル
ズ
と
ヴ
ァ
ル
キ
ュ
ー
レ
の
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ド
と
の
間
に
生
ま
れ
た
彼
女
は
、
後
に
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
半
島
の
主
要
な
種
族
の
女
祖
先
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
（
６１
）。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
四
「
原
註
」
は
伝
説
を
詳
し
く
紹
介
す
る
。
「〈
王
族
の
生
ま
れ
〉ko¯niglich
geborne
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
不
運
に
も
農
夫
の
手
に
引
き
渡
さ
れ
た
彼
女
は
、
名
は
明
か
さ
な
い
も
の
の
、
王
家
の
出
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
る
。
彼
女
は
そ
の
境
遇
と
﹇
育
て
の
﹈
両
親
を
超
え
て
賢
明
で
あ
る
。
王
様
は
、
ラ
グ
ナ
ー
ル
の
よ
う
に
、
ク
ラ
カ
（
ア
ス
ラ
ウ
ク
は
農
婦
と
し
て
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
）
の
〈
賢
さ
〉K
lugheit
に
惹
か
れ
る
。
彼
女
を
19
試
す
た
め
に
、
王
様
は
彼
女
に
同
じ
よ
う
に
一
つ
の
〈
謎
〉R
ätsel
を
か
け
る
。
彼
女
は
そ
の
明
敏
さ
に
よ
っ
て
謎
を
上
手
く
即
座
に
解
く
。
謎
の
内
容
は
﹇
Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
四
と
﹈
殆
ど
一
致
し
て
お
り
、
同
じ
考
え
を
多
様
に
表
現
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
北
欧
の
王
様
は
ク
ラ
カ
（『
毛
皮
ズ
ボ
ン
の
ラ
グ
ナ
ー
ル
』
第
四
章
）
に
、〈
服
を
着
て
、
服
を
着
ず
、
食
べ
、
食
べ
ず
、
一
人
で
は
な
く
、
誰
も
連
れ
ず
に
〉
来
る
よ
う
に
要
求
す
る
。
彼
女
は
、
こ
こ
﹇
Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
四
﹈
と
同
様
、
裸
で
漁
網
に
〈
包
ま
る
〉
が
、
網
か
ら
彼
女
の
美
し
い
髪
が
見
え
る
。
彼
女
は
葱
（
玉
葱
）
を
少
し
齧
っ
た
の
で
、
そ
の
匂
い
が
感
じ
ら
れ
、
彼
女
の
犬
が
一
緒
に
走
っ
て
行
く
。
他
の
物
語
の
類
似
の
謎
＊
も
参
照
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
そ
も
そ
も
古
い
民
間
の
謎
々
に
そ
れ
は
見
受
け
ら
れ
る
で
あ
る
（
６２
）」。
以
上
の
「
原
註
」
の
脚
注
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
＊
パ
ウ
リ
の
『
冗
談
と
ま
じ
め
』
に
以
下
の
よ
う
な
笑
話
﹇
四
二
三
番
﹈
が
収
録
さ
れ
て
い
る
﹇
以
下
略
﹈。
…
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』（
ラ
テ
ン
語
版
一
二
四
番
）
は
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。﹇
以
下
略
（
６３
）﹈」。
古
代
北
欧
の
シ
グ
ル
ズ
と
ブ
リ
ュ
ン
ヒ
ル
ド
伝
説
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
中
世
の
英
雄
叙
事
詩
『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
に
素
材
を
提
供
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
系
統
の
サ
ガ
文
学
に
、
彼
ら
の
娘
ア
ス
ラ
ウ
ク
に
纏
わ
る
伝
承
が
あ
っ
た
事
実
は
興
味
深
い
。
し
か
も
そ
の
伝
承
は
、
叙
事
詩
と
は
対
照
的
に
、
現
実
的
・
通
俗
的
な
笑
話
の
源
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
グ
リ
ム
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
四
「
賢
い
百
姓
娘
」
の
系
譜
を
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
と
『
冗
談
と
ま
じ
め
』、
そ
し
て
北
欧
の
サ
ガ
文
学
に
探
り
な
が
ら
、
最
後
に
、
口
承
文
芸
の
一
種
、「
謎
々
」R
ätsel
に
こ
の
笑
話
タ
イ
プ
の
原
型
を
認
め
る
。
伝
承
文
学
研
究
の
醍
醐
味
は
、
あ
る
物
語
を
、
一
見
眼
に
見
え
な
い
無
数
の
伝
承
の
網
の
目
の
中
に
、
歴
史
的
（＝
垂
直
）
か
つ
空
間
的
（＝
水
平
）
に
位
置
づ
け
て
、
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
あ
る
。
グ
リ
ム
童
話
の
「
原
註
」
は
そ
の
模
範
的
な
手
法
を
示
し
て
い
る
。
Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
四
に
限
っ
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
謎
々
が
昔
話
や
伝
説
と
い
っ
た
ジ
ャ
ン
ル
と
内
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
が
、
発
生
史
的
な
観
点
は
、
時
に
、
ジ
ャ
ン
ル
の
深
層
構
造
の
解
明
に
寄
与
す
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
結
語
中
世
後
期
の
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』（
Ｇ
Ｒ
）
は
、「
補
20
遺
」
を
除
い
て
も
、
一
八
〇
篇
を
超
す
浩
瀚
な
説
話
集
で
あ
る
。
グ
リ
ム
兄
弟
は
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
）
を
編
纂
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
中
か
ら
十
四
篇
を
選
抜
し
て
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
研
究
篇
」
で
紹
介
・
分
析
し
た
。
本
稿
で
は
、
第
二
〇
話
「
受
け
取
れ
、
返
せ
、
逃
げ
よ
」、
第
一
二
〇
話
「
ヨ
ナ
タ
ン
」
お
よ
び
第
一
二
四
話
「
半
分
馬
に
乗
っ
て
」
に
つ
い
て
、
特
に
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
の
関
連
性
に
着
目
し
な
が
ら
、
詳
し
く
見
て
き
た
。
運
命
の
不
思
議
を
テ
ー
マ
と
し
た
Ｇ
Ｒ
第
二
〇
話
「
受
け
取
れ
、
返
せ
、
逃
げ
よ
」
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
二
九
「
黄
金
の
毛
が
三
本
あ
る
悪
魔
」
の
原
型
と
も
言
え
る
物
語
で
、
同
類
の
話
は
グ
リ
ム
編
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
四
八
六
）
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
に
関
す
る
伝
承
に
も
見
ら
れ
、
ま
た
古
代
中
国
の
『
捜
神
記
』
に
も
、
不
可
避
な
運
命
の
奇
談
が
載
っ
て
い
た
。
ま
さ
に
人
類
普
遍
の
こ
の
関
心
事
は
、
Ｒ
・
Ｗ
・
ブ
レ
ー
ド
ニ
ヒ
の
名
著
の
よ
う
に
（『
運
命
の
女
神
（
６４
）』）、
民
間
信
仰
の
視
点
か
ら
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、
深
層
心
理
の
問
題
と
し
て
考
察
さ
れ
得
る
課
題
で
あ
る
。
悪
女
の
魅
力
に
翻
弄
さ
れ
る
Ｇ
Ｒ
第
一
二
〇
話
「
ヨ
ナ
タ
ン
」
は
、
魔
法
の
品
が
介
在
す
る
こ
と
で
、
長
編
小
説
に
も
昔
話
に
も
展
開
可
能
な
物
語
で
あ
る
。
一
五
〇
九
年
に
刊
行
さ
れ
て
以
来
、
広
く
人
気
を
博
し
、
特
に
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
時
代
、
詩
人
た
ち
が
挙
っ
て
翻
案
を
試
み
た
民
衆
本
『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』
の
恐
ら
く
元
に
な
っ
た
そ
の
物
語
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
一
二
二
「
キ
ャ
ベ
ツ
驢
馬
」
に
メ
ル
ヘ
ン
と
し
て
結
実
し
た
。
Ｇ
Ｒ
で
は
、
主
人
公
を
騙
し
た
女
は
、
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
る
が
、
グ
リ
ム
童
話
で
は
、
そ
の
罰
は
魔
女
の
老
婆
に
科
さ
れ
、
邪
気
の
な
い
娘
は
主
人
公
と
結
婚
し
て
物
語
は
終
わ
る
。
昔
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
本
質
と
機
能
を
考
え
る
上
に
、
以
上
三
作
品
の
比
較
は
示
唆
的
で
あ
る
。
Ｇ
Ｒ
第
一
二
四
話
「
半
分
馬
に
乗
っ
て
」
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
四
「
賢
い
百
姓
娘
」
の
類
話
で
、
笑
話
的
な
要
素
が
な
く
は
な
い
が
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
の
話
型
で
は
「
短
編
物
語
」
Ａ
Ｔ
八
七
五
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。「
本
格
昔
話
」
の
一
種
で
、「
謎
」
と
そ
れ
を
説
く
「
知
恵
」
が
物
語
の
核
に
な
っ
て
い
る
。
題
名
か
ら
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
三
四
の
「
賢
い
エ
ル
ゼ
」D
ie
kluge
E
lse
が
連
想
さ
れ
る
が
、
同
じ
〈
賢
い
〉klug
で
も
、
愚
か
村
タ
イ
プ
に
属
す
る
後
者
の
〈
賢
い
〉
は
（
ア
）
イ
ロ
ニ
ー
の
そ
れ
で
あ
り
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
四
の
〈
賢
い
〉
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
そ
の
「
謎
」
と
「
知
恵
」
が
、
北
欧
の
サ
ガ
文
学
（
ア
ス
ラ
ウ
ク
伝
説
）
に
起
源
が
あ
る
こ
と
を
グ
リ
ム
は
指
摘
し
た
（「
原
註
」）。
昔
話
に
お
け
る
「
謎
」
も
検
討
さ
れ
る
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
（
Ｍ
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
『
民
間
伝
承
と
創
作
文
学
（
６５
）』）。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
学
は
、
十
三
世
紀
後
半
か
ら
、「
有
用
性
」
21
utilitas
へ
の
傾
向
が
強
ま
っ
た
と
言
わ
れ
る
（
６６
）。「
模
範
集
」
の
伝
統
は
、
キ
リ
ス
ト
教
聖
職
者
の
説
教
活
動
に
と
っ
て
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
が
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
の
各
篇
に
付
さ
れ
た
「
教
訓
的
解
説
」M
oralisation
は
そ
の
端
的
な
証
明
で
あ
る
。
但
し
、
Ｇ
Ｒ
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
人
間
と
人
間
の
関
係
（
愛
、
嫉
妬
、
等
々
）、
つ
ま
り
、
世
俗
的
な
現
実
の
諸
相
に
向
か
っ
て
お
り
、
模
範
集
の
悼
尾
を
飾
る
『
冗
談
と
ま
じ
め
』
も
、
著
者
が
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
説
教
師
で
は
あ
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
、「
笑
話
」
Schw
ank
的
な
「
楽
し
み
」
の
性
格
を
色
濃
く
し
て
い
る
（
同
書
「
序
文
（
６７
）」）。「
楽
し
み
」
の
中
で
「
教
訓
」
を
与
え
る
こ
の
姿
勢
は
、
グ
リ
ム
の
メ
ル
ヘ
ン
観
に
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
「
序
文
（
６８
）」）。「
有
用
性
」
は
、「
楽
し
み
」
と
「
教
訓
」
の
両
性
格
が
揃
っ
て
初
め
て
、
実
効
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
日
本
に
お
け
る
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
受
容
に
関
し
て
は
、
伊
藤
正
義
訳
Ｇ
Ｒ
の
「
解
説
」
に
詳
し
い
が
、
一
言
付
し
て
お
き
た
い
。
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
の
柳
田
文
庫
に
は
、
『
ジ
ェ
ス
タ
・
ロ
ー
マ
ノ
ー
ラ
ム
』（
西
洋
中
世
今
昔
物
語
）、
金
子
健
二
訳
（
寶
文
館
蔵
、
昭
和
三
年
一
月
十
五
日
発
行
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
図
版
４
）。
昭
和
三
年
、
す
な
わ
ち
一
九
二
八
年
は
、
柳
田
國
男
が
国
際
連
盟
委
任
統
治
委
員
と
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
滞
在
・
帰
国
し
て
五
年
目
で
、
当
時
、
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
収
集
し
た
洋
書
を
次
々
に
読
破
し
て
い
た
（
６９
）。『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
に
関
し
て
は
、
彼
は
恐
ら
く
愛
読
書
、
ボ
ル
テ
／
ポ
リ
フ
カ
編
『
グ
リ
ム
の
「
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
」
注
解
』
第
四
巻
の
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
解
説
（
７０
）と
レ
ク
ラ
ム
版
Ｋ
Ｈ
Ｍ
第
三
巻
「
研
究
篇
（
７１
）」
か
ら
詳
細
を
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
が
、
同
時
に
、
右
の
邦
訳
に
も
親
し
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
金
子
訳
Ｇ
Ｒ
（
恐
ら
く
英
訳
か
ら
の
重
図版４ 『ゲスタ・ロマノールム』出版当
時の挿絵一般「キリスト降誕」
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訳
）
は
全
一
八
一
篇
と
補
遺
四
篇
を
収
め
、「
は
し
が
き
」
の
中
で
、
訳
者
は
「
西
洋
に
於
け
る
教
訓
的
物
語
文
学
の
最
古
の
物
の
一
」
と
し
て
の
Ｇ
Ｒ
の
「
文
学
的
価
値
」
と
「
甚
大
な
影
響
力
」
に
触
れ
、
Ｇ
Ｒ
を
「
西
洋
の
今
昔
物
語
」
と
位
置
づ
け
、「
東
西
両
洋
の
今
昔
物
語
」
が
「
極
め
て
類
似
」
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
７２
）。
柳
田
自
身
は
、
結
局
、
Ｇ
Ｒ
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
西
洋
の
説
話
文
学
（『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』）
と
東
洋
の
そ
れ
（『
今
昔
物
語
集
』
等
）
の
東
西
比
較
は
、
大
き
な
課
題
と
し
て
今
後
に
俟
た
れ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
と
グ
リ
ム
兄
弟
の
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』（「
研
究
篇
」「
原
註
」
を
含
む
）
を
両
極
に
、
昔
話
研
究
の
視
点
か
ら
、
前
者
Ｇ
Ｒ
に
内
在
す
る
メ
ル
ヘ
ン
の
萌
芽
を
幾
つ
か
考
察
し
た
。
注
事
典
・
辞
典
類
、
昔
話
研
究
と
グ
リ
ム
関
係
の
文
献
は
、
略
号
を
含
め
て
、（
１
）「
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
」
末
尾
、『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
関
連
は
、
本
稿
の
「
主
要
参
考
文
献
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
註（１
）E
nzyklopädie
des
M
ittelalters,B
d.2.3.Literatur.
（
２
）a.a.O
.,S.21
―22.
（
３
）G
ero
von
W
ilpert,
Sachw
o¯rterbuch
der
Literatur,
A
lfred
K
ro¯ner
Verlag,
Stuttgart,
7.
A
ufl.,
1989,
S.272
―273.
(E
x-
em
pel).
（
４
）a.a.O
.,S.272.
（
５
）a.a.O
.,S.272
―273.
（
６
）E
nzyklopädie
des
M
ärchens,
B
d.5
(1987),
S.1201
―1212.
(G
esta
R
om
anorum
)
（
７
）E
nzyklopädie
des
M
ärchens,B
d.10,S.661
―670.(J.Pauli)
（
８
）K
H
M
(R
eclam
).B
d.1
―3.
（
９
）Jacobus
de
Voragine,Legenda
aurea,Lateinisch/D
eutsch.
(N
achw
ort)
（
１０
）G
esta
R
om
anorum
.
Lateinisch/D
eutsch.
（N
achw
ort)
お
よ
び
註
（
６
）
（
１１
）G
esta
R
om
anorum
(R
eclam
)
a.a.O
.,S.259.
（
１２
）
註
（
６
）S.1202.
（
１３
）
註
（
６
）,S.1201
―1202.
（
１４
）
註
（
６
）S.1204
―1205.
（
１５
）
註
（
１０
）S.258
―259.
（
１６
）
註
（
１０
）S.265.
（
１７
）K
H
M
(R
eclam
),B
d.3.
（
１８
）D
ie
B
ibliothek
der
B
rüder
G
rim
m
,S.113.
（
１９
）K
H
M
(R
eclam
),B
d.3./K
H
M
(B
D
K
).
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（
２０
）
註
（
１８
）
（
２１
）G
esta
R
om
anorum
.
M
ärchen,
Sagen
und
Legenden
des
M
ittelalters.
邦
訳
は「
主
要
参
考
文
献
」、
レ
ク
ラ
ム
版
は
註
（
１０
）
参
照
。
（
２２
）K
H
M
(R
eclam
),B
d.3,S.294.
（
２３
）a.a.O
.,S.294
―299.
（
２４
）
邦
訳
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
九
六
―
九
八
頁
、G
R
(G
raesse),S.44
―47.
（
２５
）K
H
M
(B
D
K
),S.235
―244.
（
２６
）
旧
約
聖
書
「
サ
ム
エ
ル
記
」
下
、
十
一
章
（『
聖
書
』
新
共
同
訳
、
日
本
聖
書
協
会
、
一
九
九
四
年
、
四
九
五
―
四
九
六
頁
（
２７
）D
S
480
(B
D
K
),S.537
―539./K
H
M
(B
D
K
),S.142
―149.
（
２８
）K
H
M
(B
D
K
),S.142
―149.
（
２９
）K
H
M
(B
D
K
)
S.1210.
（
３０
）K
H
M
(R
eclam
),B
d.3.,S.57.
（
３１
）
旧
約
聖
書
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
二
章
（
前
掲
書
、
九
五
頁
）
（
３２
）
ア
ポ
ロ
ド
ー
ロ
ス
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』
高
津
春
繁
訳
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
九
（
一
九
五
三
）
年
、
第
二
巻
Ⅳ
（
八
〇
頁
）
（
３３
）
Ｍ
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
『
民
間
伝
承
と
創
作
文
学
』
高
木
昌
史
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
一
年
、「
伝
承
文
学
と
創
作
文
学
に
お
け
る
人
間
の
自
己
遭
遇
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
」
一
七
九
頁
（
３４
）D
S
(B
D
K
),S.539.
（
３５
）G
esta
R
om
anorum
(G
raesse)
S.47.
（
３６
）
干
宝
『
捜
神
記
』
竹
田
晃
訳
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
〇
年
、
四
四
八
「
運
命
の
神
」、
五
八
二
―
五
八
四
頁
（
３７
）K
H
M
(U
ther)
B
d.4,S.64.
（
３８
）A
.A
arne/S.T
hom
pson,T
he
T
ypes
of
the
Folktale
A
T
930,
p.325
―326.
（
３９
）A
T
461,p.156
―157.
（
４０
）
邦
訳
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
四
七
八
―
四
八
二
頁
、G
R
(G
raesse),S.246
―248.
（
４１
）E
nzyklopädie
des
M
ärchens,B
d.5,S.9.
（
４２
）a.a.O
.,S.7.
（
４３
）a.a.O
.,
S.7f.
D
eutsche
Volksbücher
in
drei
B
änden,
B
d.1
(Fortunatus).
邦
訳
『
幸
運
の
さ
い
ふ
と
空
と
ぶ
帽
子
』
藤
代
幸
一
・
岡
本
麻
美
子
訳
（
ド
イ
ツ
民
衆
本
の
世
界
）
四
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
所
収
）
（
４４
）E
.Frenzel,Stoffe
der
W
eltliteratur,A
lfred
K
ro¯ner
Verlag,
Stuttgart,7.A
ufl.,1988,S.218
―220.
（
４５
）
Ａ
・
ア
ー
ル
ネ
『
昔
話
の
比
較
研
究
』
関
敬
吾
訳
、
岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
三
（
六
九
）
年
、
九
二
頁
（
４６
）
プ
ロ
ッ
プ
『
昔
話
の
形
態
学
』
北
岡
誠
司
・
福
田
美
智
代
訳
、
白
馬
書
房
、
一
九
八
七
年
、
三
五
三
―
三
五
四
頁
（
Ｆ
贈
与
・
獲
得
・
略
奪
）
（
４７
）K
H
M
(B
D
K
),S.509
―516.
（
４８
）K
H
M
(R
eclam
),B
d.3,S.492.
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（
４９
）a.a.O
.,S.492.
（
５０
）a.a.O
.,S.201.
（
５１
）a.a.O
.,S.204.
（
５２
）K
H
M
(B
D
K
),S.168
―178.
（
５３
）a.a.O
.,S.244
―250.
（
５４
）A
T
567,p.208/A
T
566,p.207
―208.
（
５５
）J.G
rim
m
,
D
eutsche
M
ythologie,
B
d.1,
X
V
I.
S.328
―362.
(w
eise
frauen)
（
５６
）K
H
M
(B
D
K
),S.415
―419.
（
５７
）K
H
M
(R
eclam
),B
d.3,S.298.
（
５８
）
邦
訳
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』、
四
九
七
―
四
九
八
頁
、G
R
(G
raesse),S.246
―248.
（
５９
）E
nzyklopädie
des
M
ärchens,B
d.10,S.664.
（
６０
）K
H
M
(R
eclam
)
B
d.3,S.170.
（
６１
）E
nzyklopädie
des
M
ärchens,B
d.1,S.878
―879.(A
slaug)
（
６２
）K
H
M
(R
eclam
),B
d.3,S.170
―171.
（
６３
）a.a.O
.,S.171.
（
６４
）
ロ
ル
フ
・
Ｗ
・
ブ
レ
ー
ド
ニ
ヒ
『
運
命
の
女
神
』、
竹
原
威
滋
訳
、
白
水
社
、
二
〇
〇
五
年
（
６５
）
Ｍ
・
リ
ュ
ー
テ
ィ
『
民
間
伝
承
と
創
作
文
学
』、「
民
間
伝
承
に
お
け
る
人
間
像
」
三
〇
三
―
三
〇
九
頁
（
６６
）E
nzyklopädie
des
M
ittelalters,B
d.2,S.22.
（
６７
）D
eutsche
Schw
änke
in
einem
B
and.
Johannes
Pauli,
Schim
pf
und
E
rnst,
S.39,
41.
邦
訳
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
パ
ウ
リ
『
冗
談
と
ま
じ
め
』、
名
古
屋
初
期
新
高
ド
イ
ツ
語
研
究
会
訳
、
同
学
社
、
一
九
九
九
年
、
一
―
三
頁
（
６８
）K
H
M
(B
D
K
),S.12
―21.
（
６９
）
『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』
高
木
昌
史
編
、
三
交
社
、
二
〇
〇
六
年
（
７０
）J.B
olte/G
.Polívka,
A
nm
erkungen
zu
den
K
inder−und
H
ausm
ärchen
der
B
rüder
G
rim
m
,B
d.4,S.133
―144.
（
７１
）K
H
M
(R
eclam
),B
d.3,S.294
―299.
（
７２
）
『
ジ
ェ
ス
タ
・
ロ
ー
マ
ノ
ー
ラ
ム
』（
西
洋
今
昔
物
語
）、
金
子
健
二
訳
、
寶
文
館
、
昭
和
三
年
、
一
―
八
頁
主
要
参
考
文
献
＊G
esta
R
om
anorum
.
M
ärchen,
Sagen
und
Legenden
des
M
it-
telalters.
A
us
dem
Lateinischen
von
Johann
G
eorg
T
heodor
G
raesse,A
naconda
Verlag,K
o¯ln,2009.
＊G
esta
R
om
anorum
.
Lateinisch/D
eutsch.
A
usgew
ählt,
über-
setzt
und
herausgegeben
von
R
ainer
N
ickel,
Philipp
R
eclam
jun.,Stuttgart,2009.
＊Jacobus
de
Voragine,
Legenda
aurea.
Lateisch/D
eutsch.
A
us-
gew
ählt,
übersetzt
und
herausgegeben
von
R
ainer
N
ickel,
Philipp
R
eclam
jun.Stuttgart,2011.
＊M
ärchen
des
M
ittelalters.
H
erausgegeben
und
übersetzt
von
25
E
rich
A
ckerm
ann,A
naconda
Verlag,K
o¯ln,2007.
＊D
eutsche
Volksbücher
in
drei
B
änden,
A
ufbau−Verlag,
B
erlin
und
W
eim
ar,1982.
＊D
eutsche
Schw
änke
in
einem
B
and,
A
usgew
ählt,
übertragen
und
eingeleitet
von
G
ünter
A
lbrecht,
A
ufbau−Verlag,
B
erlin
und
W
eim
ar,1983.
＊
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
伊
藤
正
義
訳
、
篠
崎
書
林
、
平
成
六
（
昭
和
六
三
）
年
＊
『
ジ
ェ
ス
タ
・
ロ
ー
マ
ノ
ー
ラ
ム
』（
西
洋
今
昔
物
語
）
金
子
健
二
訳
、
寶
文
館
、
昭
和
三
年
＊
ヤ
コ
ブ
ス
・
デ
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
『
黄
金
伝
説
』（
全
四
巻
）
前
田
敬
作
他
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
八
四
―
一
九
八
七
年
＊
ヤ
コ
ブ
ス
・
ア
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
『
黄
金
伝
説
抄
』
藤
代
幸
一
訳
、
新
泉
社
、
一
九
九
四
年
＊
『
冗
談
と
ま
じ
め
』
ヨ
ハ
ネ
ス
・
パ
ウ
リ
、
名
古
屋
初
期
新
高
ド
イ
ツ
語
研
究
会
訳
、
一
九
九
九
年
＊
『
ヘ
ッ
セ
の
中
世
説
話
集
』
林
部
圭
一
訳
、
白
水
社
、
一
九
九
四
年
＊
『
幸
福
の
さ
い
ふ
と
空
と
ぶ
帽
子
』
藤
代
幸
一
・
岡
本
麻
美
子
訳
（「
ド
イ
ツ
民
衆
本
の
世
界
」
四
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
所
収
）
図
版
一
覧
図
版
１
説
話
集
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
成
立
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
図（「
最
新
図
説
」『
世
界
史
』
浜
島
書
店
、
一
九
九
四
年
）
図
版
２
民
衆
本
『
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
ー
ト
ゥ
ス
』
初
版
挿
絵
﹇
木
版
画
﹈
一
五
〇
九
年
(G
estalten
des
M
ittelalters,A
lfred
K
ro¯ner
Verlag,2007)
図
版
３
Ｏ
・
ウ
ッ
ベ
ロ
ー
デ
『
グ
リ
ム
童
話
集
』
九
四
「
賢
い
百
姓
娘
」
挿
絵
(O
.U
bbelohde,
Zeichnung
zu
K
H
M
94/Insel
Verlag,
1984)
図
版
４
『
ゲ
ス
タ
・
ロ
マ
ノ
ー
ル
ム
』
出
版
当
時
の
挿
絵
一
般
「
キ
リ
ス
ト
降
誕
」
（『
ジ
ェ
ス
タ
・
ロ
ー
マ
ノ
ー
ラ
ム
』
金
子
健
二
訳
、
口
絵
）
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